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ガーナ経済開発7カ年三十両， 1963/64～1969/70

（）飢ceof the Planning Commission, Ghana Seven-y叩 r

Development Plan, 196'.~/M ~ 1909/70. 

さる 3月11日，折から開会中のガー十共和国議会に対

し，エンクルマ大統領は総額10億 1600万ポンド（邦貨

約1兆II liiO侍円）に達す；〉経済開発7カ年＂ liill社発表し

た。本ぃl1D1i(t l'l61年10月に発，｛ Lた開発言！ 111Ji起ひ委員会

(The Planning Cammi出ion）の下lこ，工業．決；業，保

健，ボルタ河開発．外向貿易等の各小委員会に分かれて

研究，討議を箪ねてきた結巣の集大成であるが， 196:l什

4月に；土、 イi,;I画の前身Jニシ－，＼＼すさ（Drafti’i山口士発表す

るとともに、イ／ーナ大学；二.n'-c草案のための険司会議
を開いたのであったコそれからが・Jlカ年，独立記念7/.',J 

年の祭り気分がさめやらぬガーナ同民に対し，本案が公

表されたのとふる。

本計阿，r；本文は説)0ベー＞J"Jトーに及ぶtU> C点るが，
本稿においては第 1 章から第 14単まで， jllf!/'l~ ＇民－ぶのみを

紹介するの

べてのガーナ問民により利益の多い緩用をもたらすこと

が確保される。

上記の二どきiq家経済のH';,i}ft，農業の近fUIノに

L ' C開始すふ二そができるc

4. 結J,.j，版刷構造は現＇（I：の農業品j重量から変わc"－，ねば

ならないの

!), 農業部門以外で，まず重視されねばならない以は

lt'部門におItるi正月iの倍増であるο

I>. ガーナの輸出憐造は，現｛EvJ第 l次産品と）1；，：材料

への集中から，工業製品輸出へ移行せねばならぬの

7. 生産構造は技術の開発，進歩により，急速に変業

主.h込であろう l

8. 経済政策の k!VJ目標は，近代的J主術の適用~－u'U主

資本投資が最一大i恨の効果をあげるなし，比較的知！年11/:Jの

うちに遂行されうるであろう。

9岨 ガーナの従属経済からの解放は，他のアフリカ諸

11」ν.，iJ諺｛；と［，，］f:1,γノリカの政治お上u“済的統計にかか
）（いるのである3

第 1宝章 カーナ経済再建と開発における戦時 10. ガーナにおける社会主義の概d念から言えば，ぷJし

この主主においては ， および私企業部門のU、ずれも雇用，生産および貿易の各

(I）ガー十政府の政策の基本目標 分野における構造変化におヤて積械的に貢献するであろ

(2) ガ一寸における社会iJ主主主一設

(3) チJ」？；こおける終t存開発の長期戦限 11 資源配分；；：；.tひ、私企業への段資に対するJI主l;JJt dl 

(4）本計阿期間における短期的戦時 策とによって， ,i，，ガーナ政府は長期的経済成果をあげる

（日）ガー十の経済開発とア7 リカの統制 ことをfl(r-Jとすべきことが，木ill闘におし、て明白にされ
(6) ［一業化のための資十（＇：／，；事 --・ いる

(7) 仁業化政策 ;,r 2章経済開発7カ1r,n-1嵐山iUr5
の7項11に＇iJi；寸Lて，それぞ，／l if'足略的某本iI t：＇；，が解説さ ii、以前の！日Ht"l1D1iが得た成来

れているのであるが、第 l章全体を主とめて．つぎの材i (2) 現在． 万一十が直樹する経済問題

論を下しているJ (:l) '11開発7カ年計両の経済目標

し む 十 11立府の政策c'il大ii標とは， ILil（：大衆O)fM; In 投資自｜禁け川1～7尚三）

利・厚＇L n会主義社会の也，＇t，アフリカ（！））＇！［、 'r＇：統一． 山 政府投資ノ，（！）諸提案（19山～7offc)

そして世界平和の維持の四つである。 本章はわずか10ページにわた叶て展開されているにす

2. これらの諸目標を追求するために，ガーナはまず ぎなャが，第1表および第2表に掲げた表を提示するこ

国家経済の強化と繁栄を必要止しており，ぞれ仁よりす とにより，終始重要な解説を行なっている門

ラ。
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第2表 l摘発；d・耐における支出配分
(q主f:,::101¥Jjオ； y I) 

7カf［三目「1詞i ;Jn次，;i11!11 
1963～70 1951～59 
支出'h1,rf l七率 U'＼領；fr,・J比率
I（%〕 （＇；，υ〕

11,_ rif. m；門 間 3i 37 .3：口4 9.9 
て 鉱 業 i109. 了＼ 2~1. 01 6. 5, 4.8 
農 ・h・水 Jほ 1t 68.0i 14.3 6.9. :i l 
II 114.陸部門 町田7山 i90.1 
(a）公 JI 半 ヰ手 業 1503 ,ll.6 56.7 41.7 
教 ff 64.0 13.5 17.01 12.5 
/'( '.>I' Hi 11 :n.1 6.5 S.3 :¥.9 
三、乙ー 。〉 ｛也 10.5 2.2 16.0 11.8 
ii τ： 20.0 4.2 6.8 5.0 
'Ii' 区 19.0 4.0 内.7 1;_4 

・＇~ 要青 5.7 1.2 2.9¥ '.'..l 
(b）外 話再 i庁 8!-1.2 18.7 fi0.3 411.4 
1且 t品 26.4 S.(i 19.:-li 14.2 
W, ;:I 8.7 ！日 11.fii ti~ il与 事!'i :i." 》 l.2 16. 1 
南i'Ld千’際 f；上，l＂：ピ，nt l .fi' （｝；： 

高｛！ 2.0, 0.4 l. 2 ｛｝，リ
珂：•，）， Y.fi 2.0 2.2 1.6 
',II j」 11. 1. H’p a・A， :l () ’J“】， 

;g 24.4 :i.l 5 .1 
（じ｝ CT) ｛。 25.0 s.:1 'LS 2.(i 
(d) rレタ：＂r開発 33.7 7.L l.9 ・1 1 

i 475_51 100.0! 135.8! 1刷。

( Ill所 j 本文ぃ 27.,

料一

-,,¥"i -.. f完了i今！／ーナ／／，ff(i/liし口、る経；存liJ諸削除］とし

て，

1. 悶民大衆の生活水準の上昇に伴い幣要される商品

:t，数以および揃類と U~1加し•）＇）あるが，こ ht,l土＂1

j空間経済により供給されf，したがって，ガーナは工業
iji'J,¥.',<1, l)I：、給lこ主；V 、て，そのほとんどを外同上りの供給に

依存している。ガーナは農業国であると苦言われているに

ιかかわらず，十まだ~｛立の食掃を輸入せればな「， h~－、

のであ泊。

2. 経済活動の水準に依存すると言われる担税カ（tax-

"hie capacity) Lt低減してきておい，増加の一途をたど

る公共事業部門への投資に必要な財政収入をかなり危く

Lてきて1、る。

:-l. 新規労働力人口に対して，？i該国経済はいまだ十

うよな東刷機会を lj-えるこ土ができhv、のであるG

4. 、＇i該国の外国残高（foreign balance）は，ココア

ぞい丹市一作物の命運に大きく左布されてきているs 過

去7カ午関，輸入物財の支払いに充当す，、き外国為替を

ゲー十経済は得ていないのである。

以J.の4項llにわたけ指摘するとともに、これ，，0）経

済的欠陥を克服し，生産性および生活水準の向上をもた

：＼すιゾ，に，つぎの諸11t；＇！：を達成せねばな人なし、とLて
いる。

1. 生産および雇用構造の欠陥は，工業化と農業近代

化の諸川！両に仁り克被されるであ7）う。＋：al画l土＂＇i.ナ

に，上り需要構造に見合う生産構造をもたらすことを目

的と 1ている。物財とトーピスに付するがーナ国民の需

婆を充足することにより，ガーナ人労働者にいっそう多

ぐの票用機会をりえることができる。

2. 照用および個人所得の増加により，財政収入はよ

りい.・，そろ潤沢になり，公共サーピスの改平等が行なわれ

：：）をと t，に，財政の欠協は克綴ぎれる。

:-i. ガーナ国民により需要される商品の大部分が国内

守生jJ（三九， lt1内原材料約加工貿%が階以lし，さ「，に工

業製品の販売が｛削IJIIするなら同際収支の欠陥は取り除か

LかL，これらの諸目標は，

1. ！？」業おi；ぴ工業開発に待！すろ諸社両が慎重に検討

3れ，Mi:大の経｛剤z七を発陣すべく立案されね；王なんtn司。

2. これら諸企業の管理者層は，有能で正直，かっ進

]f｛の；む：＇；Iにあふれるものでなければならない。

'.-l. 農業および工業の諸企業に対レ必要な人材を配置

する？めに，支え縦した人nの供給が確保されねばならな

ラI
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4. 投資iM!J企最大阪に中＇li敬L，労働力人匂1-1L.:.,<,jずる

雇用機会を確保し，ガーナ製産品の価格に競争力を持た

せるために，賃金水準は生経附の憎力u以上にJ.,rr，るべ
きではな：， •• 

と注意してL

しかし続く｜投資自襟 (1963～70）」の項において

は，「投資する余裕のあるガーナ人は，投資が悶民として

なすべき義務であることを考麿すべきであり、かれらは

政府当局をliJJ:tて，増加し-) ／）ふる労働力人i; / -1fi＇用機

会を与え、%働者住宅の篠i.片~ に従事すべき？点、，J また

労働奉仕によサて， {J宅を建設し，農i坊を拡大したり，

かれん自身の町村のあらゆる施設を改J存することは，経

済およひti会的発展に対LJi,,:；：；な貢献をしご＂＇ ！このであ

るJと言い、 1£.／民一般のヰJt労働により本＂ i11lfiCJi¥)fTが
より完全片付はわれるこ ζをあ:i'{している。

本章の最後に「政府投資に対する諸提案 (196:1～70）」

と題して，つぎのように解説してU、るわすなわt,.
,v.均資本支／Ii制 f;I '''itこり）

第1次開発↓，II両…・・…一 …・・ l ,5:i07; ;J' > F 

第1次補正計画－－－－ .......… .. 2, 1407j 

第2次開発計凶－ ・・・…..・ 0・・ 0・・・ 5,ooo：ザ
7カ年開発J十両…・・ ………….. 6,800万

政府投資配分比率

農業および 社会的間接
工 業資本投資

第1次計画………………・11.2% 削 .8%

第 2 次，－：！日•i ......……. 2{) ;, 

7カ年，， I・同一....・a・－－ :{7 :¥ 

7リ7
も..円

h二 f

,I すでに郵便・ i副日開発言十E雪山一部は実施されい、

るが，ボルヲ河！作p；注Jj1lijの完成する19/ifi年には， ',lj:)J供

給の箇よりそれら諸計画は完遂されるものと恩われる。

l：氷道計岡もまた，本；H・i両Iの初期において優先的に実行

きれ与のであるが， ｛uun社会的指H友段ぼは，本，11"11liiのh:
！切にwζ中的tこ行Id，れることが予定3れているω

第3表政府投資の型態変化 (1963～70年〕

（単位： 100万ポンド）

パ副支出訂1 支出割合切ら）
1963～641969～70 1 %3～6419ti'l～70 

/:ill勺総耳ti lli.2 35.4 :18.0 
林；）（ J)i','業 6.7 8.7 ]5.7 

l：・鉱 1震 9.5 26.7 22.:l 
,Jl1[:_pj'.: i'ii＼門総数 26.47 :l7.95 62目。
竹 JI~ 事業 14.2 24.9 :n.3 
外泌総 ifr 12.27 13 05 28.7 

42.67 73.:¥S 1併）

(111,li/j) p. :l3. 

匂11主主 7カfド；；1・耐における民間部門の役割

iii 設近におけるJ(I均投資の重）JI,,]

山氏関投資に付するガーナの政策

(:J) 7カ年計画における民間部門の役割

48.:¥ 
11. 9 
,l6..4 
51. 7 
,l3. 9 
17.8 

JO() 

段近における外国商店，商社の動向を見る場合，ある

1, c'li tし、わゆる／ト売川WJJを中止Lてl：業および華聖f主ltl’s
I i耐,t，のためにJ支llrトri'1';'r一どスを1了よ仁うよう lこな＇ ' ，：・さ
υ、る。さらに，わずかのものは製造工業への投資を行
なうようになョ〉ている。

他党i，近年；最も著しし、発展をみせたものとして連1没業

をふげねばならない J また，南部森林地帯におけるう4片

方三円売展‘アケ 7土ケコラジにおける鉱業， ク"7~むの

第4表に示されている詳細な年間投資目標は、つぎの 新規の醸造業，チマにおけるアルミニヴム精練と石油精

基本的態度によるものである。 製所の建設などはいずれも特筆すべきものである。

1. 農業お仁び教育l主， 七ず詳Jlに急速t. i：在：，.込発J:t ゲ」十の国努望収Jどl士関するヂ一ノJに上れ；王，過去5力

せねばf(，・，一j土、政府投資I,iι｝州i. 67年度ま

模でこれ，－，のr'r1;11可に投ド 'C.It二：j：あFううc fパJ248億円）にHL, それは＂'i言をftHで！！円投資総額の［，J.8

2. 公共部門において，工業化のための基礎的組織が %を占めたのであるc

形成され，必要な調査が行なわれたあと噌 1966年かん 一Jfーナ政府は，、lH空間内におU、て民間投資活動を刺激

1970年f.:./J川「「工業部門、の段資が行なわffノ：＇.， （・＇，［＇であ 十三，iめに，つきのiこうな政策をど｝て土たο すt,:.i) t)' 

る。 i 税率は低1)(/'jlに押えられ・，＿ ・" /・. 政策の吋刈＇ -j要

3. 保健・衛生および地域開発への支出は，本，＼－十画期 舗によ l人時々刻々税率の改訂が必要であると LCも弔

問全般にわたり平均的に行なわれよう。住宅建設および ガーナの税率はけっして高くはないのである。

行政機構等に対する資本投下は，経済的基盤の強化され 2. 加えて，それが必要と恩われる分野の投資者（資

る本計岡山絞終没階においど，屯点的に行たj>tv＇.，であ 本女〉に対しては，院の特別免除がれなわれてき守口、

ろう。 /J 

ラZ



一一一町一一一一一一一一一一一一一一一一一一町一一一一一一一町一町一？一宮室主

l"I 

.Ji 外

1

1

 

崎

川

れ

が

：

Z

E

 

－

－

q

i

 

F

I

ト

l

、ー

1"1 1庁

）
 
刊

7

7

4

6

0

9

7

1

4

9

5

H

δ

＼

j

F

t

ハリ

1

i

q

u

r
h
G
8
5
7
5
1
4
4
1
4
 

B
’
一

wdv九
ワ

ω

司

、

川

一

ワ

～

】

AUτ11

ン

一

例

一

7

’BA
 

ホ万

的

5
6
1
5
・h
H
H
5
2
4
5
0
1
5
0
8
0
6
7
7

9
1
4
2
2
5
5
7
9
2
7
 

0
ν
1
n
1
1
7
4
1
3
1
1
2
 

。
一
伐

2

1

2

1

1

0

0

0

0

4

0

2

5

’I
C

円

臼
汐’EA
 

L

t

i
－

－

 

U
M
m
8
9
7
1
5
7
2
9
0
6
2
5
9
0
0
6
0
8
0
0
 

半

、

．

．

 
‘
e

－

4
7
9
2
4
0
1
1
1
1
5
 

（

肌

凶

ω
刀

U
4
1
九

2
1
お

3
0
0
．0
．0
1
4
L
2
仏

巧

1
i
d
t
 

内
W
U1A 

W
5
0
A
J
9
5
4
・h
5
7
6
日
布
川
別
的
幻

M

O
あ

ー

あ

－

W
3
0
4
0
4
1
2
2
0
2
 

所

1

L

U

5

1

2

3

0

1

0

0

1

3

1

1

1

9

1i

に
1
U

凸

ud
ー山市

5
6
1
5
4
4
2
2
5
0
8
0
1
5
一0
5

6

5

5

L

目

‘

．

1
2
1
ヮ“－

3
8
7
6
2
9

紅

M
L
0
2
9
4
1
2
2
り

0

近

1

1

2

2

3

2

1

0

2

2

1

3

5

ο

’’A
ρ

h

り

川
川
リ

nwu

副

炉

ド

，

E
A

｜

交

o
n
2
0
1
2
2
9
9
G
9
1
5
9
0
一

3

5

9

2

2

υψ
目

、

ョ

1i山
uJ
ハ
リ
ー
i
A

サ

J
Rり
け

J
E
U
山門

J

B

L
町

9
u
n
Q
n
H
4
1
1
1
引

7

出

1

1

4

1

1

り

2
2
2
4
0
1

1
1
G
 

れ

れ

川

山

叫

μ

！

l
 

文

明

ら

7
2
4
9
1
6
7
5
2
M
旬
、
刷
出
一
刷
お
お
幻

4
川

，j9・h
μ
り

5
1
1
1
l
l
n
4

つも

1

A

1

A

A

q

H

い

1
1
H
M
1
i
1
Aパ
リ

U
リ

μrn

μ
り

’

1

1
ム
戸
、
U

M
小

ω

i

t

H

U

Z

H

1

0

り

7
5
6
1

A
μ
q
u
H
v
q
u
ハ

HtsarJHHHUい
月

J

つ
け

AUT
ぶ
り
に
け
只
υ
ハ
引
に

d
A斗
』
ハ

U
ワ
ω
可

d
F
U
A円

J
9
H
7
4
1
a
O
O
円

5
り

6
0
n
「
J
1
2
9
4
1
a
U
B
3
0
5

0

6

7

6

1

1

2

1

5

2

2

1

H

a

β

2

 

表

1

1

1

4

d
a守：

来

業

主

他

出
陣
内

F
M
h

日

く

け

円

ゐ
品
w
s
H
々

μ
h
l

リ

ん

来

一

川

一

l

トホ
ー

－

h
i
f
 

業
業

L
 

Hi
て

y

c
 

に
δ

ti
っ

け

ハ

叫

d

; I回数
i: .リ i'.'

)I＇.、：；ヶ
-t ~. ii 
5. 11 
(i ''" 

J〕

p
l
外
れ
に
し
い
」

9
F
A

り
A
J
モ

J
i
告
白
H
v
j
止
1

持
一
1
b
r
J
1
7
1
l

t
h
F
V
刊

「（
 
I

j

 

h

j

 

料…”H’…，..... ザ今

0.25 
0.70 
0.47 
5.40 
1.00 
13.05 
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ア、

:l. ｜｜｜工業・農業開発公社 Cl・helndust rial and Agn・

cultural Development Corporation）を通して，資本貸付

をすることにより，将来の資本家育成を行な－，てきたの

であり，また政）{f.L{問Jt[,i］経営の11J能性につL、亡もdi¥

行してきたのであるけしかし、これら諸機関の解体に「i’

レ，民間投資促進に閲する政府の諸政策は，財政融資に関

しては同iL牧資銀行（TheNational lnvestmenl Bank) 

に‘その他の媛矧Jや助言については農業省と工業省にそ

れぞれ機能が惨管されたのである。

4. 民間投資家が，適正な手lj潤を求めてし、ることは百

うまでもなし、ことであるが，過去IO{j'.聞における社会的

間接資本の育成に関する政！じれ川4の努力は，生産的投資

の必要とする諸条1斗の整備に集，1，してきたのである。

5. 原材料に対するjfi;税率あるL、は免悦により，政附

は民間企業の生産費低減を援助してきた。本JI闘の期間

中、政町；fは十分な食1量生彦Fおよび十分なず；f動者｛l:'

l没することにより，生活費の低減さと図り，労働者ー賃金に

かかる重U・.を粍減するへく努力してし、る J

fi. 力、ー十における大部分のL（間企業は，かJL ,, 0>,f:I] 

1年保護のため特に：没けられた治j，、関税｜涼岐により．すで

に利益を得ている。消費者大衆の利益を最大限に保守す

る必要に上って‘氏問投資刺激のためt記の施策を継続
させることを、1＼該政的は予定しているJ

道
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7. 力、ーナにおける民間投資の安全は共和国憲法で保

障主れており，また法律ならびに行政両iにおし、て常に，

その安全が確保されてし、る。 L、かなる財産とし、えども，

完全な補償なくしては政府当）n）の接収を受けることはあ

りえなし、のであるη

J》さにl（間投資家に対する便宜を与えるものとしてド

i己のHi良けをあげてレるハ

(i) l司、＇r.fi!:資銀fj' 

(ii）熟練技術者と経営者の訓練

(iii) 't＇央政府による民間投資家への援助機関
(iv）／＋宅建設に対する融資および抵当物件に関する使

宜供＇r
(v）小｝ll模企業への融資

(vi) ［司立生産性センター

(vii）工業エステート

(viiil 物価基準仙の設置

本章の最後には，当7カ年計画における民間投資の役

',Iii］と題して，つぎのように解説しているο

きたる，ζき7ijュ問に草川、て， ガー十人および外l司人投

資家’が， li＼：近見られるような年間印刷Jjポンド（邦貨約

500億円）以上の割合で投資が行なわれることを期待して

おり，：＇i政府は鉱業，農業，林業および水産業などを含

めた第 I次産業のレわゆる経済の基盤を拡大，強化する

ヲ3
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ため，特に氏関投資を媛矧Jする用意がある t】

んIpんずく，（I/flIiーナ人は資家は，）；＼：災の拡•Jk. ,J、L完

投（1:;,Sの開発jj l；びf1：宅住，；＇~iこ努力iこさ亘要t,:f日1を

になうものであるο 各種修理業，食r¥i',)JIIJ二業および家・出

Jfli'n','t主におL、こ1立，ガ一一）＇ i＼企業＼（ Jl;[jJ}l とな IJll-11~4,＇ト

にs・1_u1るの：：、主3 さ：－，：二、 きfニソ、＂ 7カijI二I川、

て，｛I会宅建；没という二L要任務は民間建設業に大きく依fr

しい、ると言J'i l：工ならh、、

L ／.＂しながい y 11 7カq.,[j!I_I＇にお＂ • c frおljなH:i'/;f，：者l'

びてL、るいわゆる外国人民間投資家について， でれをと看

過iうことはヤキなし、。

そAt；土，特t二点らゆる険料i設備にた；j今技術ノ＇）＜＇ V'V)j氏

さに関するものであり，たとえば，道路等の条件からみ

て冷然もっと長かるべき自動車の寿命が非常に短かく，

これは不適格なれ理・維J.'H支F括によ

れているO したがって民間企業による，かれらの技術者

に対する訓練，ii・酬につU、ては， l攻J/'.fもあらゆる後W；を惜
しヒ午し、も（／，：：～る。

また， tiーナにおける外凶民間企業は，先進諸ltlにお

いて高v、生産性水準を維持している労働者および管血者ー

崩ゴ）訓練方式，j.fJーナにF存入されるような窓U合lfj;,よす

べきであるυ すなわち，新技術の実験ζ開発・革新とに

関してきわめて布ヰljな立場にある外国民間投資家l土、企

業バニしてU,JhVよ性を確，＇！：せはばなんプい、ので，（，， i；，そ

の.1£J長的指導性いよりその他の企業 紋は発lll.1', ,, J •lil]i敷

金交けることがでさるのであるu

斗1ll民間秘資，，，＇）主要｛王バーし I) －•っと！ 、 製造 I.f；＇；目l'f]

にいけるそlIか」：，r:f 1・, ;/, 

すでに述べてきたように，政的は， t{f凡くつ，米ltl

hl,111',_j，；よびか（！ft，＼白等(7;;/'i貨物資のw、が；（自給ノ士iiな
う／11;l_：であろ I小，これム（／］物資は民ll¥J'ti伝家 If I！ミん

ずく j鮮外からのャ寸1最適と j忍われる製造工業1~1ri1 より

'Uf.:Ohる(71；山るU

11 

,j; 4章主主 業

1:,1 ガ－ 1－経1市においる民業の位（詑

ガー十が農業闘であり，空I該政府の政策が農業部門に
け！日）Jljな；LI.' ',: Jム，＿，・: ＇，、ること i:L I（＇によ＜ J:ilられ

よところでJ心 1962fj 1•：，内国内食品：，－11総生産守rut 1総

8100万ポンド（邦貨約1810億円）に遼L，それは同年！芝

L.!: ける［iilJ•,'L'lei'i’倣d,:, :r :1分v,I ~- ,1i b', I: ' ,-, I’ 

,:'t11•k産業d'1:4:; I I', [i,J け＇ L＇＿凡＼（H主制~（＼ i1 ;c> iごfIノj:-;1;0 l.~ 

54 

PD ・：あ，Jf":o 
JJニ， I！めi'I＇ーより 1%1斗“までのw;rr.. ，にお、 ご， ゴーt
，，，，’〉輸出総Mlは7音量ホLiごであり‘ これより ii,C(:!0007 j 

ボンドがココア農民に支払われ，伐余の2l:怠8000万ホ！ン

::-i主公共什ーヒ、スへのY,)'.ii;"i，お上ぴ外貨準。Ill",f~，i人され

りーナが；農業凶であり，経済的基盤が農業に大さく依

（｛している三とは，三のl!ilが永久に農業国としてとどま

，－，はばなんぬことを忌、味するものぐはない。 )Iーナ経誌

の尚度成長および安定を得るためにも，ヤわゆる工業凶

への移行士そ追求されねばならない目標である

きたる－、き 7カ年1/¥1におよそ 140万人または19.7%の

人口増加lが鬼込まれている。もし経済成長が予想、どおり

に行なわれうるなら，同期間中に個人消費は20%以上増

加するのむあり，こ＊＂,-＇人口培｝ Jillこ伴う消’佼水準の上打

に見frうためにも，農業生産は：30%以上の糟加率．をもっ

て食国需裂に応じなければならなヤ。しかし，農業人i.1

h 士経済一般びy 人，~増.／Jiliこ 'f；るため，食糧および民業部l"J

の))j（材料における生1!i'd'I:は年率4%以上の速度に達する

ことが必要となる。

（~）農業の現状把fl,;

ガーナ農業は，長Jf:i:における食糧の国内街襲。消却i::

r,t：じることができなくなってきており，ある一部の食糊

: : r喝しては輸入tこより供給が行なわれている》 Lかし
モれにも。寸・わらず，いとi内の食以fillil＇各は上持の 途在／.：：.

ど， Jてし、る。

IB!i2fj l；℃食栂総人が重荷となり、国際iいえペラン’

；じ：化の L吸cii／［吋で、岩） ，，に そし〔 1%1年度1I＇.ゲーナ It

食蹴輸入に対して2刷）（）Jjポンド以上を費したU

第5表 i:安ffj:,o ））輸入状況 (1951～引J十二）

(1 l<I 

M 災製品
1と

lうも fノニ！

砂新
型f：定・ 1：物

（出所） p. 55. 

輸

1 9 5 l 

l, 195 
1,422 
6:B 
31:3 
207 
J ,:o:¥9 
l, 139 
171 

“、li]8

（単位： 1000,1－－ン 1-)

入 征1 , 10カ年の用

19nl •}JU率けら）

1.935 02 
1,814 2:l9 
1,901 200 
2,514 706 

35 -89 
1、145 104 
2,690 1::;4 
2,068 1,109 

iリ，102 198 

食料十日が生活費6・t1PL上げろ士要な原因となってl、

νことit ；＼定できたし’lf実である 1947/48、1950/51
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i 深刻どなり 食料価格が急激にJ.r1・Lt・ ときには，

般大衆の生i,r,;j¥｝牲に対する込山、tlfi兆が社;i5.:(l'J呉儀合大き

' L l:: Iで,(i,;Sc fこ： 食H,¥fi曲十？？’士安’pどさ1主主こと；土

、＇＇，J支政）仰の相会政策。〉ー・つで十あり、それはlij百貨’（氏｜、

のためμも必殺：な、二とである＂

こer+t済IH：発7I; ij'.,J[1lijfこJ；ヤ ｜づ士山l戎巣をふける

t・ iJJに必唆ーとされる財政と通貨の’火山を維持する1f1iにお

いても， 'tdtlhな食陥供給とし、）政策it必，g£欠く～から3

Jも(j) l：あ ノ， ・：.、り，！日i佃i，＇..：食： 'iiL { ，フレ J）台はと

ともに，賃金を押し l；げる危険をも持つからである3 1主
主が上引す人法、生氏費j),/1がけ， りー十山農業むよc;：エ

目立， L 3そhそCJ競争）jを羽山る土とになる：汁であろ》

(::) 工業および農業

産業／（命！？〕dustrial l<evolul ion) ，のt'ii1提と lて，い

1～：b {'.", i；＼業i1＇，：命が汚え｝九ており，繁栄，，.る践：（青 111"li::t 

I..業部門の斗；惇：司 i似イ己十る消費財および！J：.惇，lけのための
,ii効とたりーj 主U) （・あ＇，，

実業じ手1]!11l’I能，＇； 1:1也；こi七ii'＇~ L ・c :I／ーナ：.t；過少人iI 
liiJであるとdわねばならず、結J,,lt，該l五lの工業化は幾業
,,1,1吋カ h のりi動プJfち重~J 午無視してい与えんれt; ＇，、。 とし

ケ、こ山手｝HrJJJl移炉は， i首力fl,_fこ食焔需叫がi監！｜な側絡

で光；ιされるように農業部門におし、て、その労働i~t1ザdT

L｝いた 1 き， vIじめ：そj；土i山it：とたふも円で車、＜，

~ (,: :, lム業1じのたiJJのdilt¥,資本:ts上びツ；・｛，謝j)jの(II、

給にJJIIえて． 、ljロ主凶農業は，｜主j内 l.業の必要ι十ィコ品業

I！，＇材宇 iト全 IJ !'. J, : :・ ( 111、治すイ：こと γも11(J!J ,I: I): J, i iな

ド｝ないのである＂

(.J) ザート農業の1ti!krt

1. ／~！也， i,,ii責

昨j高11:r't林地帯に:t;v、ては， t地の｜消費：U:M凶i整J,ll!i土手｜
常に困難であり『したがって大部分のココア段L（は3な

νLG「ー ＇Jー， ｜じ部ザ，tント地，；il；ぺ／〉農l（は一般に 1エ
ーカーの耕地を所有「するにすぎなし、のである。長うまで

もなく，機械／］の利用じより農業の：j：産十！は干ll:滅的に l••l

tすィコことノうh期特主れる し／）＇しながら、 i司 ｝災地治白2
～3年以上の耕作に耐えることができず， したがp て唱

農民がP\l惣よ繋Jr,\1ι投仁 fこ資本i士一）；［(J湖間以消tl~h ＼る

土えt,', •(!) ＇’あ I) こ十「，，W'i＇惇：／l'J消費’1;{1効＿IJl主膨大な

ものである〉つまり， jj出肥沃l立を十分車佐Ni，増illi~ せ

九べ！：： )i'f}.；うa見L、；，さjI A1.H 、結J.. ；農業の生P7二I＇！：もかな

I, t同大サーζ，＼，(/) 1: vu》jζ＇＂
現在頃／}J}Jされている二つの＋1制巴沃度維持法ι 1怖

…一町一一一一…一…資 料’，，，，，，，，，，＿，，…”一’H

｛？ と 肥料し什使AlIである。 Lか［、輸｛乍では牧沓ヵ：

組み込まれるのが一般的であるにもかかわらず，ガー十

では牧憎め振興が遅滞しυ、る：I；実から f紛れ：Jl士一ろ
を嘆すノらむの〈あ／シ

他）j、 1肥料｛史刷Jに関しては，いまだ十分な調査結

集（ ，，：一川 l.i得て」司ないが，肥料が高官Iiiかっ齢人1＼／ベ

あイ、とL、yf型十＼1にょに I .l乗改良tこ肥川を使用すること

の純済刊にJ功、ては，十分慎重な調賓が行なわれねばな

ん叫し吋）亡あ心。

コ 倶楽月J／ド

北部サノ〈ン十地方における農業用水の問題は近年ます

まJ深刻！とな Jてし、るが， 本計l判期間中tこ北部州（Nor-

tlwrn ［，（叩ion：と土問1州、I:Upper Re日ion）において 8グ

ヱーカーの耕地灘概が11J能となる予定である。

J、たポ’レi'ir:fを農業用十三と lて利月lする11¥J題につb、て

も、現：（1：措i査が進められヤb、る

:l. 家主tおよび繍イA

！？よ業料れれに口cultural,cien1T1がりーナ人農iにに:fl：十；

t, (t1歓をしてに正ているこどは．十分認められねばならな

しの：、幾民の必要とすーる「種子」および I＊畜の品種改

良lにお．、ては，科手的店、窓i士、ヤ、そう必要たのであ

り『比較的不込しといると百わねばならなヤ。

4. 燥業経判

！壌）It:I夫！主，WJ寺をiぬけ、投l資本山幼子千土高めるたJわ

にi,「輪(1:I n・：発燥し、普及されることが必要であるり
力一十におい i肥料投入かtn巧の産／ll1街をI尚め合ことi.t 
!!JI :-,iJ亀1，ことぺあ；：， !1~. II巴叫が輸入＼JtC以来宅作物’j:

,'(iにそれが投入されることは食憾の刊lが輸入主れてい

叫れと｜μ！じく点要な，tf・t法を持.' -c＇、ζ，Q
：；た、き是業経営のある部門日主技術的改良を／JIIえる必

要があると思われる。 iiよけ，排水設備，病虫害および

婦はの防除， fi/iえHけお上び1¥'I.織の故i盛期および食続保
{It，どl士、，｛£；、統的校｛ねが近代的科学調査k有効な普及土
によ， pて補われる必要があるり

丸 山場出前

土の！Tjcうある地方においては，農民がかれらの生産物

を台理的価格で市場販売することができなャために，か

れ，，f.1,1＼，，生すふことがで主る.t：〕はふか』二少量Lか生！可J

L -c"'，、t,:I,、り以1¥(jの開発日｜西！におし、ては，支線道路など

の姐設に岳山、が置かれてv、たが，本ni l到にJ3v、ct主，け

氷河の市場販売，その他の訴に多くの努力が払われよ円

いして＇，.〆 J,

Lかし’＇JJi,";Hニ1H、－＇＇1(JJlj:彦哨／Jilを｛！なうとめには，長

ヲヲ
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地適iftLlを行なう予定であるυ

しかしサバンナ地帯においては特に，機械カ利用に

よる耕地拡大が大きな可能性を持つにもかかわらず，農

業用水緩保が困難であるため農業生産活動は非常に制約

を受けている。

他方，たとえばアメリカのエーカー当たり，とうもろ

こし生産性は平均1欲的ポンド（重縁）であるに対L，ガ

ーナ農民のエーカ－lliたり，とうもろこしの生産性は50り

なし、し 800ポンドにすぎず，したがって農業技術の改良

およびその適用，農業用水の倒趨解決などは食糧の生産

I i標達成iことり不iiJ欠の条件である。

2. グーナのたんぱく質不込を解決するためには，漁

獲高，養鶏および豆科純物の生産が増加しなければなら

なし、。ヨ該国においては現在の条件での落花生の平均生

産性（エーカー当たり）は約4伺ポンドであるが，密植

栽培によれば少なくとも 6（ゆポンドの生産性をあげるこ

とができ， nl:l料浸種などの新たな技術を導入すれば，さ

らに；i倍以上の：生産性を得ることが予想される。

現在の海洋漁業の漁獲高は年平均4万トンであるが，

これら漁業に従事する小規模な手操船は労働生産性が非

常に低い。したがって大規模な原動機っき漁船の使用が

急務となっている。本，i＋商において， u、わゆる漁業活動

の機械化がJニ目標とな，Jているのは上述の理由によるも

のである。

言うまでもなく，たんぱく質供給源として食肉生廷は

おおレに必要なものであるが，ガーナにおいては，飼料

生産，牧草地確保および病虫害駆除などに未解決の問題

（出所）

場からかなり遠隔の市場でも販売することができると農

民を納得させること，および生産省－〈差是民）の信頼を得

ることが最も長婆なことなのである。

このような市場販売（出荷）の組織は，檎滅ある政府

の機関と相談の上，いかなる作物がどの地方で生産さる

べきかについて決定する必要があろう。 1,,•わゆるチェー

ンストアを設置し，定価購入をL，も L11f能であれば航

え付け以前に購入保証をすべきである乙

/U荷組織での購入，手数料，運送の費mはすべて最低
に押えられねばならず，そうすれば消費’者に対し適正な

価格で食糧が販売されうるのであるれ

（ω 7カ年；ll・闘における農業の役割
行7カ年計耐のもとにおける農業の発展は， 下記の日

大目標の達成を指向するものでなければならない。

1. ガーナ入国民の栄養水準は改善されねばならず，

現在の食糧不足ももちろん除去されねばならない。

2. 特に北部外！と上部川｜においてその農業所得は嬬均11

せねばならなヤ。

3. 農業原材料の生産は輸出向けおよび国内工業用の

ために増加されねばならない。

(6）生産目標

1. 食糧

サバンナ地帯では穀物類，ヤムおよびi'fl:1E生が生滋主

れ，森林地帯ではプラシテンとココヤムが生産されてヤ

る。しかし，これら生産物のあるものはサバンナ，森林

の岡地帯においても産出可能である， Lたが，て長も向

い生産性をあげるため，本語H血．においてはいわゆる「適

56 
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2 
:.1 戸

17 :)5 J8 11. 5'. fi.5 
(1000エーカー）
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H木 (100J jよ
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( II¥ 1jf) p. I而

を残しており，急速な食l長l生庄の発肢はあまり期待すと3

．ことはできなレリ

:l. 農業原材料および輸/U作物

、＇＂1諸国の食料需要を充足したのち，第 7 炎にヲi~ されて

いるヲパコ，砂柿きび，綿花および）I衣服用繊維の供給

が行なわれるように， ルパン十地帯にお＂、て良耕および

滋椛排水胞設の改良発肢が行なわれねばな「》な，， 'u 

ケマシ（Kum出 i）におけるココア用布袋製造l)J）；は

fド間4500トンの繊維を必要としている。－／／ーナにおける

綿花生産は虫’長によ.'-cごE干しめられてき（＇，＇るり

政J(f~＇ 'iJ川jのほJJJJにより，西部州におL、てすでに;j(-i（）（）工

－・／；ーにのぼる新規ゴム｜胡が設立されている u -)j，パ

ーム・寸イルに関しては，料理用（食用品11)およびせ，，

けん製造材料として有望な需要条件トにあり，凶アフリ

カ・オイルバーム研究所（theWest African Institute 

for Oil Palm）の調査によれば，ガーナにおけるオイル

ノミーム生産は生産力，所得の両if1iにおし、て非常に釘望で

あると指摘されてL、る｛

1957＇！ーまでに， :ts上そ20Jjトンにj_:rナィJことカ・；u，巳＼＿＇；
れるヴーナの砂糖守J要は，そのほとんどがIl4内生産によ

り供給されねばならなし、れ

とこん、C, り－ J--は f J f生j)rJ,,Jl::I11he ＜.、川川:1 l'ro 

山 cers’Alliance）とド A.O。ココア調査委民会（the

.，，，.，，.，，，，，，，，＿，，，，，，，，，，，，，.，，，，，，，，，，，，，.，，，.，，，，.，，，，，，.資 料一

Cocoa討lu《lyCroupりfthe F A. 0.）の会員であり， 1,1,j

－行ともココア価格下格｜リJ止の研究を行なっているυ ココ

ア11引け1(11績を増加することなく，市場占拠i与を維持す
るための憎産方法は周知されている。すなわち，ココア

農民たちはココアの改良種および術者駆除の方法に関す

る情報を得ており，それらの生産効果が達成されること

も近し、と期待されてし、るυ

阿部州でおもに生産されているバナナは，比較的新し

し、輸出作物といわれるが，その経済的重要性もけっして

無視することはできなL、。

(7) 農業開発政策

本，i卜両における農業開発の基本政策は，限定された作

物に集1ドし，それらに対し有用な技術および農業知識を

適用することに置かれている。

この限定された作物とは，国民一般に対し基礎的栄養

源として心要な穀物および魚類，あるし、はまた国際収支

のc!<:/i'iこ貢献するであろう砂糖とココア，さらに米であ

合〉｝

レわゆる行l¥ili化（url叫nization）の進／1（と｜且LI'.;大衆の生

活水準の上昇とにより，現在まで放置されてし、たサノζン

ナ地帯が－L要農業地帯として脚光をあびるようになり，

それはココア生産地域および急速に拡大しつつある都市

地域に対し補助的役割を果たすものと期待される。それ

ゆえに．サパン十地帯における農業生産滑力llのために，

農業｜滑経の最大努力がJムわれねばならなし、のであるω

本社閣の後半期1においては，新しし、農業技術が小規模

農家に取り入れられ，その実績が調査されることが期待

されているυ これら小農民が定着的農業を行なう場（'i',

ましてそれが大規模な農場経営を目襟とする場合，いわ

ゆる土壌肥沃度の保持が最大の問題となる。したがって，

本，H-同i期間における農業の躍進は，いわゆる農業経営に

対し科学的成果を適月JL，いっそう高L、生産をあげるこ

とにあるわけであるコ

端的に表現すれば， J民主国経済における農業が私的農

業経蛍と公的農業機構との併存という，いわば「混合形

態jをとることを政J{,f当局は支持してし、る。労働人口の大

部分を有する私的農業経営部門は，この国の経済的発展

が絡につくまで刀該国の経済を支えねばならなU、のであ

り，経済｜！日発に不11J欠の要素といわれる農業経常J:O）諸

経験、経常的手腕さらに骨身を惜しまない重労働におい

て、かれん農民は象徴的存在であると思われる。支た、

か.｛1i:, itその資源を卜分活用し生産性を向上主せるため

に，非常に有用な農業機械および技術の導入をいっそう

ラ7
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ねめにするため，レわゆる14'11ぃj組Crの組織化が没肋され 業は、 iii:ir・2倍、5000万ポンド（約2500億円）の先上i白i企
ているのである。 あげる主要産業であり，この意味から農業部門への財政

他方， StateFarms, Workerぷ Brigadeおよび Co- 支出はこの産業全体としての見地より行なわれるべきで

川町rativesFarmsなどのL、わゆ心大民同農場は，この ある J

lトlJ;~ ；（：：発展における新し＇， /,.11i11tcfj日巡13つある＂ 寸iJをiq；二;J-;¥r、ては，農業科学.:lii；ひ！た業生川一i，音動の間

パ 農業部門での投資，，l11!1j t二大さi;Iγ ップがあると忠、わ；／t, ;,~- （－り）；；〔［！，i山一つは写

本7カ年，H-l車iにおいて‘ fc'-'iiilb7:',0); ;j：、 J F （約675iむ 倶知こ！民if込科学的研究の成果を作成l,',J):JI主吐主主機凋・

1斗 が政府財源から農業！Hl~告に段＼＂i ち才lる予定である キll織が可；I~）であることにある l

I _ -fl：五日2業部門 そこ Cil'ic J(J "'i Mは，開発・持及サーヒス・ l:ιター
現在までのところ司農業剖けつの大許11;;H：占める私悦農 （巳xtension& Development Service）を全国に約50力所
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d置することにしこおり，この組織には約50人の主任普

及’rY1.Senior ＜）白ieer）と；ll)（）人の静fえはと合配置する F

:J:・である。この組織I没定のため 2HOJjポンドのkillが見

込まれている｛

）克業融資にl¥',Jしご，i"えlr, Iり，・，：.J'!走資銀行（National
Inv山 tmcntBanlミ）が大規模な操業投資を行なうのに社

L，り一ナ銀f了（Ba口kof ( ;hana）がE主K

業金陥虫を行なう dくきことが子＇！主されて＇，、る ο 農民に上り

銀行に提出される農耕日十両iに関する岐術的指導・助言お

よび農業資金の使途に関する相談は，いずれも開発・普及

官の役割であるu これらの農業融資は，その大部が協lri]

組合の組織によってftなわれ，これら小規模農民への融
資のために総額450万ポンドがJI・ーとされてL、ゐのである J

2. 凶営農場

－ 

きたるべさ 7カ年に才Jける国，尚；農場公干上（StaleFarm』

Corporati【》n）の生産

~t脅に見 （， うための殺物等の主食生E主および， ・l.f-パシ寸

地帯において新農耕地をぷIとすることの二つにi二として

屯，＜，＇i,が聞かれている。さらに公判は新ししイle物の導入お

よび技術改良を行なうとliiJ時に，遊休l也さと農業生産に干I]

HJするための強力な政策を実施するFit：である。

L 、わゆる大！、見慎農業はガーナにおレてま •） たく新し ν

ことであり司それゆえに不適格な組織と符均！能力のfltさ

などのため‘）h止な運針困難に白；111iする恐れがある｛
政11:f:1'1},,jが｜昨日’農場のril!'.立にあたり，レわゆるl,1,l'1と資

本土流動資本金供給するのはL、うまでもなL、が，以後に

おける機関運p；資{i之の l湖遣は !'I 段ll）；内における f{/j米資~）：

お上ぴ尚業銀行かf，の1Hll融資に上り仰、給・光J止主At，い

ばなじないのである｝

、＇i[t"j’討農場公社は新規にl斗営農場（以下ljlにJ)tJ材J企

"1:tn.i・ることに関L諸提案を行なうとともに‘現存する
農I坊の資本・財政状態につk、ての，m11J"6::Jrえるなどの陥

l決金持ってL、る《さらに，地域りljの作物生産，n耐のこと
き a般政策の決/.l：を行ない，政l{fヲ1),,jに対しては，農場

に対する政府の投資の償却Hこっし、て責任を有する

日 全ガー十農業協同組合連合会

ニの農業協同組加わ、うまでもなく農民の自発的組織

であり， Lたがって本7カ年，ll・阿達成へのかれらの協｝J

It伽｜々 の机（，「l身の決定にかかってレるわけであるむ本
,,1-J自lにおL、亡は個々の組台がその紛L(,Hの：t刷、jφ金（I紋仇〕

に上 η，高llfrの機関経費を充足しろ＜，f(t附に達す；：，ごと

ρ：fVIVi主JI .. r，、 :, L /1, L , ,yll (, l l ，＞’＇S_:icir1；・品！J完了怖）L,I 
るために純f，は451))jホシドの貸付長五百お主び農内l(' 

山，...資 料’

の融資金520Jjホ〆 Fを借り受けることができるυ 吋協

l,i］組｛，連f，会はガー十の農業開発の基4三政策に基，5き，
農民を指導することにその使命が置かれているが，高ll什

がJftl（に対し農業機械等の貸付tt;,；のサービスを千Iなし、う

るように，政府当lnjはすでに 200Jjポンド以上の資金金

供りしてνるのである。さらに，本，il-1同1jにおb「Cl主総有ii

290万ポンドン以上が政Jf'.fより給付されよう。したがって，

本7力今，n・凶i期間中におし、て，『jt:Js：；政府l't),,jより白：桜小
規模農氏に流出される資金は総.l¥・1250万ポンドに達する

のである！

4. 農業関係調査

本7カ年計闘の諸H標達成におし、て，農業関係の調査

研究の重要性は十分認識されてし、るが，学士院や大学が

農業省当J,,jから指摘された諸問題に組織的調査研究を行

なうことが期待されている。学士院および大学におヤて

は，すでに調査研究のための組織はできあがっており，

本，l十両期間中， 4407jポンドがこれ，，調査研究に支山さ

A Lる子定である。

S. i桜紙 ，i¥I由l

本日1・1由iの最終今ーまでには， H万エーカーの農地に准慨

が実値される予定であり，そのうち 3Jjエーカーは1969

it'今までに1（）万トンの砂糖生産を11J能にすることが期待さ

れている3 総額111()万ポンドが自主税，n値目に支出されるJ
tヲ I魚、業

Ii一川魚業公社（TheFishingじorporation）はすでに

トロール船その他の漁船を発注しているが，これらの漁

船によ，，-or1首l:l 7jトンの漁穫高が11J能となろう〈さら
に，：＼557j;Jじ lごの文/J＼が，：＇1漁羊公社にkJL行なわれる u

伽｜々 の漁民も，｛魚業公社と｜日j慌に漁穫甫＇ii'脅加1に対し司

おおいに貢献するものと期待されているが，そのために

は小さな手操り漁船から動力持lWi-ilこj魚、民の機動力が移行

せねばならず，これらの動力漁船等の購入資金貸付のた

めに， 520万ポ／ドが支出される。

7. 4生業
農業省林野川のJ二l::要任務は，森林資源の最も経済的な

開発および，木材輸出の増加による財政収入への増大に

貢献することにある。国営および私営の建設会社が使用

するに便利なように各地に製材所を設置することが予定

され，これら 4速の林野），，jの活動のために， 2fi0/jポン

ドがHI＼されることになってu、る。

（海外派i','Ut 細目τLHi.) 
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